
 

超高齢社会に突入した日本では、高齢者の QOL に大きく関わりのある『口から食べる』機能の維持・向上の重要な鍵となる“口腔リハビ

リテーション”が注目されている。本研究は、低舌圧を伴う口腔機能低下症患者において、舌に対する筋機能訓練前後の運動誘発電位（MEPs）

を測定し、舌筋力向上に必要な運動強度、頻度、時間についてのエビデンスの確立を目的とする。本研究により、低舌圧を伴う口腔機能低下

症患者に対する有効な舌の筋機能訓練のエビデンスの確立ができれば、機能訓練メニューの最適化が実現し、終局的には、咀嚼嚥下障害の前

駆的可逆的状態にある口腔機能低下症患者の口腔機能維持・向上のための管理が可能になると考える。 
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